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久伊豆神社

芳林寺

岩槻郷土
資料館

岩槻城址公園

東玉・人形の博物館

からくり
時計

岩槻城大構
（愛宕神社）

● 岩槻区役所

● 東京無線電信局岩槻受信所跡地

寿光工芸

森田人形店

いふじ人形店

人形の東玉

工房ゆうき
（人形の金重）

光本

鈴木人形

岩槻消防署
太田出張所

● 
岩槻城址公民館
● 

● ● 岩槻城裏門

● ● 人形塚

● ● 岩槻城黒門

明戸天満宮
● ● 岩槻温水プール

● ● 岩槻本通駅跡（武州鉄道）

● ● 岩槻藩会所跡

● 
　裏小路公園　　

● 

●
岩槻本丸公民館

●

●
城町竹林公園
●

●渋江北口駅跡（武州鉄道）●
●岩槻警察署 ●

● ● 渋江駅跡
  （東武鉄道）

中島敏人形店

 ● 野田線のトンネル   ● 

● ● 市民会館いわつき

● ● 府内市民の窓口

● ● 岩槻消防署

● ● あさつゆの里

● ● 
岩槻駅跡（武州鉄道）

稲荷神社

住吉神社

冨士浅間神社

浅間神社

秋葉神社

加倉の久伊豆神社琴平神社

三峯神社

八雲神社

梅照院

明慧寺千手院

新成寺

弥勒密寺

西光寺

洞雲寺

眞淨寺

大龍寺

学蔵寺

知楽院

浄源寺
　●

岩槻図書館
岩槻本町公民館

　●岩槻観光案内所

岩槻駅東口図書館
岩槻駅東口コミュニティセンター

●
裏小路口

●

● ● コミュニティセンターいわつき

● ● 岩槻児童センター

● ● 岩槻城大構

● ● 

加倉駅跡（東武鉄道）
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浄安寺 岩槻城本丸跡

見世蔵
岩槻人形博物館
にぎわい交流館いわつき

諏訪神社

時の鐘
一里塚跡

岩槻藩遷喬館

東玉大正館

鈴木酒造
酒蔵資料館

龍門寺

願生寺岩槻駅

岩槻小学校
イチョウ

浄国寺

人間総合科学大学
岩槻キャンパス

N
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藩主大岡家ゆかりの寺、山門など文化財が
多数あり、特に九代将軍家重の側用人を務
めた大岡忠光のお墓も見どころの一つです

岩槻の総鎮守。
クイズ神社とも読め
るため勝負運にご利
益があるかも…

東武線が高架になっ
ています。かつて武
州鉄道とここで交差
してました

このあたりが岩槻
城の中心地です

ここが岩槻城の
正面玄関です

枝垂れ桜がとっ
てもきれいです

毎年7月1日の
「初山」で赤ちゃ
んの無病息災を
願います

太田小と岩槻中
の敷地は昔の武
州鉄道岩槻駅の
跡地です

御影石のかわい
い人形彫刻の遊
具があります 

岩槻城主太田
資頼ゆかりの
寺です

藩主青山家ゆ
かりの寺。寺
名にちなんだ
龍の彫刻も見
事です国の登録有形文

化財になってい
る明治10年建築
の見世蔵です

国の登録有形文化財に
なっている大正時代建築
の旧中井銀行の建物です

明治4年創業の酒
蔵。資料館では昔な
がらの道具なども
展示されています

この道路は昔は武
州鉄道の岩槻駅に
向かう「停車場通り」
といわれていました

岩槻藩士たちの
武術鍛錬の祈願
所として信仰を
集めていました

入口と出口の
形が違うトン
ネルです

ここで道幅が狭くなっ
ています。昔の武家地
と町屋の境界です

岩槻太田氏や
藩主高力家ゆ
かりの寺です

江戸時代には、日光
御成道の真ん中に
あった市神様です

岩槻城と城下町を囲っ
た大構（土塁）の面影
が残っています

大正15年開局の
当時国内唯一の
国際無線受信所
がありました

決まった時間に人形
が出てきて踊りを見
せてくれます

藩主阿部家ゆかりの
寺、江戸時代、お堂
が焼失したとき「富く
じ」が連続して当たり
再建できたそうです

関東三十六不動
霊場の一つです

藩主高力家ゆかりの寺。
藩校遷喬館を開いた児玉
南柯のお墓もあります

●

●

仲町

渋江

東町2丁目

本町2丁目

本町1丁目

児童センター入口

岩槻駅入口

岩槻商業高等学校

岩槻中学校

太田小学校

岩槻高等学校

岩槻小学校

●

東
北
自
動
車
道

岩槻城三の丸跡

岩槻城二の丸跡

岩槻城大手門跡

むかしは岩槻で
も天然氷が作ら
れていました

時の鐘
寛文11年（1671）に岩
槻藩主が城下町に時を
知らせるために設置した
鐘楼。その後享保5年
（1720）に改鋳された鐘
は県内最古の「時の鐘」と
して、現在でも1日3回、
時を知らせています。

岩槻城黒門
色が黒いことから「黒門」の
名で親しまれる岩槻城の城
門。城内での本来の位置は
不明ですが、三の丸藩主居
宅の長屋門だったともいわ
れています。埼玉県庁正門
や旧岩槻市役所通用門など
に利用され、昭和4 5年
（1970）に現在地に移築さ
れました。

岩槻城裏門
城内での所在地は不明で
すが「裏門」とのみ伝えられ
ている岩槻城の城門。明和
7年（1770）に当時の岩槻
藩主大岡氏が建立し、文政
6年（1823）に補修の手が
加えられたことが、ほぞの
墨書銘で分かっています。

人形塚
昭和46年（1971）に造られ
たモニュメント。男雛、女雛
が仲むつまじく寄り添い
「人」を表しています。毎年
11月3日にはこの人形塚の
前で人形供養祭が行われ
ます。

あさつゆの里
「朝露（あさつゆ）し
たたる」地元の新
鮮な農産物が買え
るJA南彩の直売
所です。

岩槻藩遷喬館
岩槻藩の儒学者、児玉南
柯が寛政11年（1799）に
開いた私塾で、後に岩槻
藩の藩校になりました。
県内に唯一現存している
藩校です。

岩槻郷土資料館
昭和5年（1930）に建て
られた岩槻警察署の旧
庁舎で現在は郷土資料
館となっています。アー
ルデコ調の装飾が随所
に施された建物も見ど
ころの一つ。国の登録
有形文化財です。

に

に

と

と

は

は

ほ

ほ

岩槻駅
平成28年（2016）
に橋上化された
岩槻区の玄関口。
城下町岩槻にふさ
わしい「白壁」と瓦
風の屋根が特徴の
駅です。

い

い

観光案内所
岩槻駅東西自由
通路内にある観光
案内所。岩槻の魅
力や観光スポッ
ト、イベントなどの
各種情報を案内し
ます。

ろ

ろ 岩槻城の跡地を整備してで
きた公園。約600本の桜や
菖蒲池のスイレンなど四季
折々の自然と朱塗りの八つ
橋とのコントラストも見ご
たえがあります。また、園内
には土塁・空堀・馬出など、
中世城郭の面影も残され
ています。

岩槻城大構（愛宕神社）
岩槻城と城下町を
囲む全長約8㎞に
及ぶ土塁と堀を大
構（おおがまえ）と
いいます。現在そ
の大半はなくなっ
てしまい、愛宕神
社周辺等にわずか
に残っています。

へ

へ

さいたま市
岩槻駅周辺
観光マップ

文

木製サイン
寺
神社
江戸木目込人形の
制作体験ができる人形店
工房見学ができる人形店
トイレ
学校
郵便局

銀行

木製案内サイン
地図上に表されている　　 は木製案内サインのある場所です。木製案内サイン
に番号が振られていますので、現在位置を確かめながら、城下町岩槻を楽しんで
ください。

岩槻区本町1-1-1　　電話 : 048-797-7585　
営業時間10時～18時30分　　休館日 : 年末年始

岩槻区本町4-8-9　　電話 : 048-757-5110　
開館時間 : 9時～16時30分　入場無料
休館日 : 月曜日（月曜日が休日の場合は翌日）、年末年始

岩槻区本町2-2-34　　電話 : 048-757-0271　
開館時間 : 9時～16時30分　入場無料
休館日 : 月曜日（月曜日が休日の場合は翌日）、年末年始

岩槻区城南4-1-40　　電話 : 048-798-8311　
開館時間 : 9時～17時　　休館日 : 年始

岩槻城址公園

※令和元年度に作成したものであるため、木製案内サインの設置状況や施設等の状況が現在と異なる場合がございます。

CF0000＃829084　さいたま市岩槻駅周辺観光マップ　中面


